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板紙類 (サメ ･エイ類)は､仝頭類 (ギンザメ類)とともに魚類の中では小数派の











有明海の板紙類に関する情報は少ないが､古 くは内田 ･塚原 (1955)の作成 した有
明海湾奥部の魚類相リス トから､8種のサメ類と9種のエイ類を見出すことができる｡
その中で､アカエイDasyatisakajeitトビェイMyliobatistobljeiの2種は定住性で､年間
を通 して重要な漁業対象種 となっていることが記されている｡ また､1996年には同じ
く鷲尾 らにより､サメ類 2種 とェイ類 5種が記録されている｡ 現在行っている調査で




近年､有明海では板紙類に関連 した新たな問題が持ち上がっている｡ ナル トビエイ
Aetobatusjlagelumがタイラギやアサリなどの二枚貝類を捕食することにより､著 しい
漁獲量の減少をもたらしている､あるいはその可能性があるとする見方である｡ ナル
トビエイは トビエイ科マダラトビ羊イ屑に分類される沿岸性のエイで､日本では五島
灘と和歌山が北限とされる｡ナル トビエイが漁業資源となることは稀で､水族館の観
賞用やスポーツフィッシングの対象とされる以外は人間との接点が少なく､その生態
を研究された例はない｡
これまでの各県での被害状況をまとめ､2001年の夏から行っている生態調査の概要
について話をしたい｡
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